
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 

№８ 

 

富山県教育委員会 教育みらい室 小中学校課 
富山県幼児教育センター 

Ｒ７．1１ 

 

子どもの育ちを共有しよう‐幼児教育の充実に向けて‐ 

 就学時健康診断の際に、幼児教育接続スーパー

バイザーが、５歳児の保護者にお話をする機会が

あります。主な内容は、 

・近年の幼児期の子どもの課題 

・幼児教育で子どもに育っている力 

・幼保小接続が求められる理由 

・幼保小接続を推進していく中で幼児教育施設や

小学校にみられる保育・教育の変化 等 

です。その中から、二つご紹介します。 

 ＜１＞ 

大人がどんなに価値を見出していても子どもに

とって魅力がなければ、子どもの心は動きません。

子どもの心が動いた時、子どもは本当の力を発揮

します。子どもが思い切り遊ぶ中で、集中力、粘

り強さ、好奇心、創意工夫、探究心、想像力…非認

知能力が育っていきます 

〈1１月の主な予定〉 

４日（火）地区別幼・小接続研修会（高岡地区）  

１４日（金）地区別幼・小接続研修会（砺波地区） 

１７日（月）第５回幼児教育接続研修会 及び  

リーダー研修会（オンライン） 

１８日（火）地区別幼・小接続研修会（富山地区） 
２０日（木）令和のとやま型教育推進研修会② 

（オンライン） 
【演題】 
「非認知能力が子供を伸ばす 

～非認知能力と授業づくり～」 
【講師】 

All HEROs 合同会社 代表 中山 芳一 氏 

そろそろ、冬の足音が聞こえそうです。元気な子どもたちに負けず、私たちも、互いに意見を

出し合い、学び合いながら、研修を楽しみましょう。 

 

２１日（金）地区別幼・小接続研修会（新川地区） 

２５日（火）人権教育研修会 

２７日（木）第４回接続研修会 

【高岡市立成美小学校】 

２８日（金）第８回新規採用教員研修会 

＜２＞ 

 幼保小接続が進み、「小学校 1 年生はゼロか

らのスタートでなく、幼児期の学びが土台に

ある」ことが意識されています。「１年生は、

何も知らないから教えてあげる」から、「まず、

『どうしたい？』と尋ねてみる」関わり方へと

変化がみられます。  

 

文部科学省「論点整理」(R7.9)には、「幼児

教育の充実や幼保小接続の推進に向けた保護

者の理解」が課題として挙げられています。就

学時健康診断等の様々な機会に、子どもの育

ちについて保護者と 

共通理解を図ること 

も、幼児教育の充実 

に向けて大切にして 

いきたいと考えてい 

ます。 
「遊び」は 

根っこづくり 

思いっきり遊べる子ども

にしましょう。 

「わくわく」を 

一緒に楽しむ 

させられるより「した

い！」が人を伸ばします。 

幼から小につながる学びの基礎作り（スーパーバイザー講演資料より） 

架け橋期に関わる大人、みんなで 

 
 


